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夜な夜な短歌集
2015年 冬号
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夜な夜な短歌人紹介

雪 日野成美 七色一味

新地学 June 華

Sage masa せんむ
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夜な夜な短歌人紹介

seri nonたん ちゃありぃ

レイ momonga
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静まりかえる冬の景色

その静謐な世界とはうらはらに、どこかで

僕らは情熱の欠片をばらまいている

だから、この季節は恋も愛も熱を帯びたまま

なのかもしれない・・・

『夜な夜な短歌集』も冬号をお届けする季節となりました。冬は静かなようでい
て実はそうでもないですよね。クリスマス、大晦日、お正月、バレンタイン…。イ
ベントに事欠かない季節だなって思います。今回もテーマを設定しています。冬号
のテーマは、「新」「白」「温もり」「バレンタイン」の４つです。あなたは今ど
こでこの歌集を読んでいますか？家で、それともカフェで、もしかしたら職場
で…。大切な人、大切な場所を思い浮かべながら、ここにある短歌たちを読んでい
ただけたらと思ってしまいます。
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　　　　　　　　　　　　　　雪さん
　　　　　　　　　　　　　　夜な夜な短歌集に参加させていただくのも4回目となります。　　　　　　
　　　　　　　　　　  今回はなかなか歌が生まれず苦心しましたが、なんとか詠む
　　　　　　　　　　  ことができました。「温もり」をテーマにした三首、楽しんで
　　　　　　　　　　  いただけると嬉しいです。

日野成美さん
今回も夜な夜な短歌集にお誘いいただけたことを、とても光栄
に思います。雪国住まいではないのですが、雪のうたが多くな
りました。バレンタインのうたは実話です。お読みになった
貴方の心に、雪とせつなさが降ってくれますように。

                                               七色一味さん
　　　　　　　　　　　　　 付け焼き刃的リハビリの結果の作品なので、クオリティ的に
　　　　 　　　　　  イマイチ…。趣味レベルと軽く流して、次行ってください（汗）

新地学さん
冬は好きな季節です。いろいろなものに詩情を感じます。特に雪を
見ていると、短歌を詠みたくなります。寒い日が続くのですが、
寒いと人恋しくなって、それがまた短歌を詠むきっかけになる
ような気がします。今回も参加させていただき、有難うござい
ました。

　　　　　　　　　　　　　Juneさん
　　　　　　　　　　　　　春夏秋冬と参加させていただきありがとうございました。
　　　　　　　　　　歌を詠むこと、歌を通して皆様と交流させていただくこと
　　　　　　　　　　にとても癒されています。

短歌人からひとこと
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　　　　　　　　　　　　　　華さん
　　　　　　　　　　　　　季節を一巡り、参加することができました。今回は「温もり」
　　　　　　　　　　3首。何かしら心をざわざわさせられたら嬉しいです。皆さん、
　　　　　　　　　　いつもありがとうございます！

Sageさん
短歌に出会い、季節の移ろいを日常に感じるようになりました。
秋の夕暮れから、あっという間に冬が来て、年が変わり春を迎え
ようとする季節です。バレンタインに想いを乗せてまっ白で新しい
温もりをそれぞれのうたに感じていただければうれしいです。
太田青磁 短歌人会所属

　　　　　　　　　　　　　  masa
　　　　　　　　　　　　　  あっという間に夜な短歌集が第4号を迎えることになるとは…。
                               これもみんな詠んでくれる人と、読んでくれる人がいるおかげ
                               です。みなさんいつもありがとうございます。
                               

せんむさん
また、こちらに参加させて頂く事ができました。
久しぶりに詠いましたが、何かを感じて頂けたら幸いです。

　　　　　　　　　　　　seriさん
　　　　　　　　　　　　溢れすぎた色をリセットしていくように、色をなくしていく街並
　　　　　　　　　 み。ゆっくりと透明になっていくような冬。そんな風に一年を
　　　　　　　　　 ゆっくり更新していきたいと思いながらも、心の隙間に徒花を育て

る
　　　　　　　　　 日々です。いつか大きな実の成る日を夢見つつ。

短歌人からひとこと
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　　　　　　　　　　　　　　  nonたんさん
　　　　　　　　　　　　　　  今回は「新」「白」「温もり」を感じられたらと思って
　　　　　　　　　　　作りました。 
　　　　　　　　　　　そんなふうに読めるかな？
　　　　　　　　　　   新しい年も精進します。

ちゃありぃさん
冬号も参加させていただいて大変嬉しく思います。テーマは
「白」で三首作りました。四季の中でいちばん恋愛の歌が
映えるのが、僕は冬だと思う。少し寂しくもあるけど、
冷んやりとした中に感じる温もりが、どんな燃え盛る熱
よりも暖かいような気がして。

　　　　　　　　　　　　　 　レイさん
　　　　　　　　　　　　　    バレンタインのあるあるを三首詠んでみました。
　　　　　　　　　　  最後の歌は願望です(爆)

momongaさん
夜な夜な短歌集は、読書メーターの多くの皆様に読んでもらえ
るかと思うと気合いが入ります！今回はお題の中から、バレン
タインで３首詠みました。少しでも甘みやほろ苦さを感じて
もらえたら本望です。

※夜な夜な短歌集は、夜な夜な短歌コミュの有志メンバーが集って
作成した季刊歌集となります。

※ 当歌集に掲載されている文章・画像等の無断転載はご遠慮下さい。
　 使用する際は、事前に確認していただくようお願いします。

短歌人からひとこと
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夜な夜な短歌集・既刊号について
『夜な夜な短歌集』は、今回で4号目の発刊
となります。2014年の春号から有志メンバ
ーによってはじまったこの企画。もともと
は、夜短歌をつぶやくという遊び心からは
じまったものでした。それが、いつしか季
節ごとに歌集をつくるという企画に変わり
現代に至っています。すでに、春・夏・秋
と3号発刊しています。まだ読まれていない
方は、既刊号も是非お読みになってくださ
い。

既刊号を読みたい方へ
2014年春・夏・秋号を読みたいという方
は、右記リンクよりチェックしてみてくだ
さい。感想もひとことでも書いてくださる
と、短歌人のみんなも喜びます。

＊夜な夜な短歌集 2014年春号をみる
＊2014年春号 読書メーターのページ

＊夜な夜な短歌集 2014年夏号をみる
＊2014年夏号 読書メーターのページ

＊夜な夜な短歌集 2014年秋号をみる
＊2014年秋号 読書メーターのページ

既刊歌集の紹介

http://slolab.net/images/tanka201404.pdf
http://slolab.net/images/tanka201404.pdf
http://bookmeter.com/b/org645fcbfbaa
http://bookmeter.com/b/org645fcbfbaa
http://slolab.net/images/tanka201407.pdf
http://slolab.net/images/tanka201407.pdf
http://bookmeter.com/b/orgfe1b3cee58
http://bookmeter.com/b/orgfe1b3cee58
http://slolab.net/images/tanka201410.pdf
http://slolab.net/images/tanka201410.pdf
http://bookmeter.com/b/org39f1a3746c
http://bookmeter.com/b/org39f1a3746c
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編集後記
歌集に参加しているメンバーを見ている
と、継続は力なりという言葉が真実だとい
うことがわかります。詠めば詠むほど、メ
キメキ力を伸ばしているみんながスゴイな
と思ったり、まぶしいなと思ったりしてし
まうんですよね。冬号の短歌も編集しなが
ら、感嘆の吐息が思わずでてしまうほ
ど…。今回は、番外編として、「東京駅」
をテーマに詠んだ忘年会の短歌も収録して
います。春・夏・秋・冬と号を重ねて一年
が経過しました。このまま同じように積み
重ねてもよいかとも考えたのですが、今号
をひと区切りにしようと思います。次号以
降は、また形を変えて夜な短歌集をお届け
する予定です。冬号も読んでくださりあり
がとうございます。 masa＠コミュ管理人

夜な夜な短歌コミュについて
『夜な夜な短歌コミュ』とは、読書メータ
ーにあるコミュニティです。短歌が好き、
短歌を詠みたいというメンバーが集まって
日々交流をしています。みなさんも良かっ
たら一緒に短歌を作ってみませんか？コミ
ュはこちらになります。
＊夜な夜な短歌コミュをみる

編集後記＆コミュ紹介

http://book.akahoshitakuya.com/c/333213
http://book.akahoshitakuya.com/c/333213

